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六
月
二
十
日
（
月
）、
岡
山
流
通
会
館
に
て

平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
を
一
般
会
員
一
〇

一
名(

内
委
任
状
出
席
四
八
名)

の
出
席
及
び
岡

山
県
、
倉
敷
市
、
早
島
町
、
倉
敷
両
商
工
会
議

所
か
ら
特
別
会
員
四
名
を
お
迎
え
し
、
開
催
し

ま
し
た
。 

岡
﨑
会
長
よ
り
「
三
菱
自
動
車
の
燃
費
偽
装

問
題
に
よ
る
操
業
停
止
は
、岡
山
県
に
と
っ
て
、

大
き
な
被
害
で
あ
り
、
岡
山
県
に
お
け
る
自
動

車
関
連
の
工
業
出
荷
額
は
七
千
億
円
、
そ
の
大

半
が
三
菱
関
連
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
工
場
の

半
分
が
停
止
状
態
に
あ
り
ま
す
。一
日
も
早
く
、

工
場
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

当
流
通
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
今
年
造
成
工

事
が
完
了
し
た
早
島
地
区
の
新
拡
大
地
へ
の
進

出
企
業
名
が
来
月
公
表
さ
れ
る
な
ど
、
中
四
国

要
衝
の
地
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。」

と
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
亀
森
岡

山
県
産
業
労
働
部
長
の
代
理
の
企
業
誘
致
・
投

資
促
進
課
の
千
葉
総
括
参
事
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
岡
﨑
会
長
が
議
長
に

就
任
し
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た
上
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案 ｢

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
書
の
承
認
に
つ
い

て｣ 

※
中
壷
監
事
よ
り
監
査
報
告
。 

第
二
号
議
案 ｢

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
並
び
に
負
担
金
案
の
承
認
に

つ
い
て｣ 

第
三
号
議
案 ｢

新
組
織
へ
の
移
行
（
方
針
）
に

つ
い
て｣ 

※
新
組
織「
一
般
社
団
法
人
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
」

の
設
立
並
び
に
当
協
議
会
の
新
組
織
へ
の

移
行
に
つ
い
て
決
議
し
、
新
組
織
設
立
に
か

か
る
費
用
は
当
協
議
会
で
立
替
え
払
い
し
、

残
余
財
産
移
行
時
に
精
算
す
る
こ
と
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

※
【
二
十
八
年
度
の
主
な
事
業
】 

①
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備 

②
駐
車

場
・
交
通
安
全
対
策 
③
害
虫
駆
除
・
野
犬

対
策 

④
街
灯
・
防
犯
灯
の
設
置 

⑤
新
愛

称
の
Ｐ
Ｒ
等 

⑥
危
機
管
理
対
策 

⑦
研
修

会
・
講
習
会
等
開
催 

⑧
情
報
提
供
の
充
実 

⑨
親
睦
福
利
厚
生
事
業
等 

⑩
新
組
織
の

設
立
・
移
行 

⑪
そ
の
他 

 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

第
二
十
六
回
定
時
株
主
総
会

当
協
議
会
総
会
に
先
立
っ
て
、
同
日
十
時
三

十
分
よ
り
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会

社
の
第
二
十
六
回
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
、

事
業
報
告
、決
算
書
等
の
承
認
に
引
き
続
い
て
、

取
締
役
の
一
部
選
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

－ 新組織への移行方針決議 －平成 28年度通常総会開催 
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な
お
、
取
締
役
の
一
部
選
任
で
は
、
所
属
団

体
で
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
取
締
役
の
桐
野
伸

一
、
山
本
修
司
、
中
戸
哲
生
、
岡
野
好
延
の
四

名
が
同
日
付
で
辞
任
し
、
新
た
に
次
の
方
が
取

締
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

《
新
任
》 

亀
森 

敏
宏 

（
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
） 

堤 

修
治
（
岡
山
市
産
業
政
策
担
当
局
長
） 

中
川 

真
寿
男
（
早
島
町
長
） 

大
久
保 

孝
政（
瀬
戸
内
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
理
事
長
） 

新
組
織
の
移
行
方
針
等

《
運
営
協
議
会
の
移
行
方
針
》

①
新
組
織
の
目
的 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
は
、
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
推
進
協

議
会
を
前
身
に
昭
和
六
十
二
年
五
月
、
流
通

セ
ン
タ
ー
入
居
企
業
に
よ
る
全
体
の
運
営

組
織
（
任
意
団
体
）
と
し
て
設
立
し
ま
し
た

が
、
一
般
社
団
法
人
化
す
る
こ
と
で
対
外
的

な
信
用
と
発
言
力
を
高
め
、
総
合
流
通
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
と
入
居
企
業
の
よ
り

一
層
の
向
上
発
展
を
図
る
。 

②
新
組
織
は
一
般
社
団
法
人
（
名
称
：
一
般
社

団
法
人
『
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
』）
と
し
、
非
営

利
型
法
人
タ
イ
プ
（
非
営
利
性
が
徹
底
さ
れ

た
法
人
）
と
す
る
。 

③
新
組
織
の
事
業
内
容 

一
、
会
員
間
の
相
互
扶
助
、
支
援
、
親
睦
の
た

め
の
事
業 

二
、関
係
諸
団
体
と
の
協
力
関
係
を
増
進
す
る 

た
め
の
事
業 

三
、岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
内
及
び
周
辺 

地
域
の
環
境
整
備
事
業 

四
、
会
員
の
た
め
の
施
設
の
管
理
運
営
事
業 

五
、
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
、
教
育
及
び
福 

利
厚
生
事
業 

六
、岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄 

与
す
る
事
業 

七
、そ
の
他
当
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業 

④
新
組
織
の
会
員 

一
号
会
員
お
よ
び
二
号
会
員
を
も
っ
て
、 

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
上
の
社
員
と
す
る
。 

一
号
会
員 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
内 

の
協
同
組
合
に
所
属
す
る
団
体
又
は
個 

人 

二
号
会
員 

一
号
会
員
を
除
く
岡
山
県
総
合

流
通
セ
ン
タ
ー
内
に
て
事
業
を
行
う
団

体
又
は
個
人 

三
号
会
員 

当
法
人
の
事
業
に
賛
同
し
て
そ 

の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
入
会
し
た 

団
体
又
は
個
人 

 

四
号
会
員 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
内 

 

の
施
設
内
で
賃
貸
、
使
用
貸
借
、
経
営

委
託
等
に
よ
り
事
業
を
行
う
団
体
又
は

個
人 

五
号
会
員 

自
治
体
、
商
工
会
議
所
、
こ
の 

法
人
に
功
績
の
あ
っ
た
者
又
は
学
識
経

験
者
で
社
員
総
会
に
お
い
て
推
選
さ
れ

た
団
体
又
は
個
人 

⑤
新
組
織
の
会
費
（
負
担
金
）
は
現
在
の
運
営

協
負
担
金
水
準
を
基
準
と
す
る 

⑥
新
組
織
設
立
と
移
行
期
間 

平
成
二
十
八
年
度
中
に
新
組
織
を
設
立
し
、 

平
成
二
十
八
年
度
末
ま
で
に
運
営
協
の
会 

員
、
残
余
財
産
を
新
組
織
に
移
行
す
る
。
運 

営
協
の
解
散
、
清
算
は
平
成
二
十
九
年
六
月 

の
総
会
時
と
す
る
。 

※
ま
た
、
新
組
織
設
立
に
か
か
る
費
用
に
つ
い

て
は
当
協
議
会
が
立
替
え
、
残
余
財
産
移
行
の

際
に
精
算
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
併
せ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

《
組
織
概
要
》

○
名
称

一
般
社
団
法
人
『
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
』 

 
 

（
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
） 

○
発
起
人 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
㈱
、
岡
山
県
総

合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
（
協
）、
岡
山
倉
庫
団
地

（
協
）、
岡
山
運
輸
団
地
（
協
）
の
各
代
表
四

名 

○
役
員
構
成 

業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
岡
山

県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
㈱
取
締
役
が
理
事

を
、
監
査
役
が
監
事
を
兼
務
す
る
。

（
理
事
一
八
名
／
監
事 

二
名
） 

《
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

平
成
二
十
八
年 

八
月 

 
  

発
起
人
会
。
設
立
登
記 

九
月
～ 

 

移
行
（
加
入
）
手
続
き
開
始 

十
一
月
～ 

関
係
機
関
と
の
調
整 

平
成
二
十
九
年 

五
月 

一
般
社
団
法
人
役
員
会 

（
平
成
二
十
九
年
度
予
算
案
検
討
） 

六
月 

一
般
社
団
法
人
通
常
総
会 

（
運
営
協
議
会
解
散
、
残
余
財
産
移
転
） 

新
組
織
へ
の
移
行
（加
入
） 

手
続
き
の
ご
協
力
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
『
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
』
の
設

立
登
記
完
了
次
第
（
八
月
予
定
）、
会
員
皆
様

へ
は
移
行
の
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
新
組
織

へ
の
加
入
申
込
書
を
改
め
て
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
連
の
手
続
き
は
、
任
意
団
体
で
あ

る
運
営
協
議
会
を
信
用
力
の
高
い
一
般
社
団
法

人
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
費
・
負
担
金
や
事

業
内
容
等
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何

卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
来
年
六
月
の
総
会
ま
で
は
、
運
営
協
議

会
が
事
業
を
継
続
し
、
総
会
後
は
一
般
社
団
法

人
『
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
』
が
事
業
を
引
き
継
ぐ 

予
定
で
す
。
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防
犯
カ
メ
ラ
試
験
運
用
開
始
！

―

吉
備
地
区
内

―

流
通
セ
ン
タ
ー
卸
協
同
組
合
で
は
、
地
元
大

内
田
町
内
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
岡
山
流
通

会
館
前
交
差
点
及
び
ビ
ー
ナ
ス
ベ
ッ
ト
・
平
松

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
前
交
差
点
の
二
か
所
に
各

二
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
八
月
よ
り
試 

験
運
用
を
開
始
し
ま
す
。 

当
協
議
会
で
は
、
こ
の
運
用
状
況
を
検
証
し
、

流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
主
要
交
差
点
を
中
心
に
本

格
導
入
を
進
め
て
い
く
た
め
の
検
討
材
料
と
す 

る
予
定
で
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
分

防
犯
灯
設
置
場
所
決
定

 

平
成
二
十
八
年
度
の
吉
備
地
区
、
早
島
地
区

内
へ
の
防
犯
灯
の
設
置
数
量
及
び
設
置
場
所
が

決
ま
り
ま
し
た
。 

設
置
数
は
、
吉
備
地
区 

五
灯
、
早
島
地
区
二
灯 

の
計
七
灯
の
設
置
を 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
当
協
議

会
で
設
置
・
管
理
す
る

防
犯
灯
は
吉
備
地
区
一
一
灯
、
早
島
地
区
五
灯
、 

の
計
一
六
灯
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
の
ご
要
望
に
沿
え
る
よ

う
行
政
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
本
銀
行
岡
山
支
店
長
講
演

三
月
七
日
（
月
）
岡 

 
 

山
流
通
会
館
会
議
室 

に
て
、
日
本
銀
行
岡 

山
支
店
長
の
福
地
慶 

太
氏
を
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
の
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
最
近
の
金
融

経
済
情
勢
等
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
事
業
所
か
ら
四

三
名
が
受
講
し
ま
し
た
。 

※
講
演
要
旨
は
今
年
三
月
時
点
の
デ
ー
タ
に
基 

づ
く
も
の
で
、
現
在
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て 

お
り
ま
す
の
で
お
含
み
願
い
ま
す
。 

【
講
演
要
旨
】 

（
一
）
日
本
全
国
の
経
済
情
勢 

 

日
本
銀
行
は
日
本
全
体
の
経
済
動
向
を
「
輸

出
・
生
産
面
に
新
興
国
経
済
の
減
速
の
影
響
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て

い
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。 

公
共
投
資
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
り
、

公
共
工
事
関
連
指
標
の
公
共
工
事
出
来
高
・
今

後
の
工
事
予
定
を
示
す
請
負
金
額
と
も
、
二
〇

十
四
～
十
五
年
度
に
か
け
て
下
が
っ
て
き
て
い

る
。
実
質
輸
出
入
は
「
一
部
に
鈍
さ
を
残
し
つ

つ
も
、
持
ち
直
し
て
い
る
」
と
い
う
評
価
で
、

輸
出
は
一
時
期
中
国
の
景
気
後
退
の
影
響
で
落

ち
込
ん
だ
も
の
の
、
再
び
携
帯
電
話
部
品
等
の

輸
出
量
が
増
え
、
や
や
持
ち
直
し
た
。 

海
外
へ
の
自
動
車
輸
出
は
、
米
国
・
ユ
ー
ロ
・

中
国
向
け
と
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
中
国

向
け
が
、
現
地
の
減
税
措
置
な
ど
を
背
景
に
伸

平成２８年度防犯灯設置予定場所

岡山流通

会館

岡山土地

倉庫

岡山土地

倉庫

コンビニ

レストラン

東海澱粉

渡辺パイプ

日本

鐵板

早島町エリア （２基） 岡山市エリア （５基）

㈱ｴﾊﾞﾙｽ 

(岡山ﾃﾙｻ跡) 

●今回設置場所 
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び
、
企
業
収
益
は
、
非
製
造
業
、
製
造
業
と
も

に
上
昇
傾
向
で
、
今
後
は
設
備
投
資
が
増
え
て

い
く
と
見
て
い
る
。
設
備
投
資
の
計
画
と
実
績

は
緩
や
か
な
増
加
基
調
に
あ
り
、
雇
用
者
所
得

は
前
年
比
＋
二
％
増
、
雇
用
者
数
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。 

住
宅
投
資
で
は
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
や

や
減
っ
て
い
る
反
面
、
民
間
住
宅
投
資
は
増
え

て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
持
ち
直
し
て
き
て
い

る
と
見
て
い
る
。 

（
二
）
岡
山
県
経
済
に
つ
い
て 

最
近
の
岡
山
県
の
経
済
動
向
は
、
緩
や
か
な

回
復
を
続
け
て
い
る
。
岡
山
県
は
大
規
模
消
費

地
（
大
阪
・
広
島
）
の
間
に
あ
り
、
都
道
府
県

別
の
産
業
構
成
を
見
る
と
、
運
輸
業
・
医
療
福

祉
・
教
育
が
平
均
よ
り
も
多
く
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
構
成
比
に
な
っ
て
い
る
。 

公
共
投
資
は
緩
や
か
に
減
少
し
、
輸
出
は
弱

め
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
で
は
、
韓
国

へ
の
輸
出
が
多
い
が
、
韓
国
か
ら
さ
ら
に
中
国

へ
モ
ノ
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、全
国
同
様
、

岡
山
県
の
実
質
的
な
輸
出
先
は
中
国
が
最
も
多

い
と
い
え
る
。
そ
の
他
輸
出
先
で
は
、
中
東
が

多
く
、
欧
州
・
北
米
向
け
自
動
車
輸
出
が
続
い

て
い
る
。 

設
備
投
資
は
全
体
的
に
持
ち
直
し
て
お
り
、

住
宅
投
資
は
持
ち
直
し
の
動
き
が
一
服
し
て
い

る
状
態
で
、
個
人
消
費
は
、
底
堅
く
推
移
し
て

い
る
。
生
産
に
関
し
て
、
岡
山
県
鉱
工
業
指
数

を
見
る
と
横
ば
い
圏
内
で
推
移
。 

（
三
）
金
融
政
策 

日
本
銀
行
は
平
成
二
十
五
年
四
月
に
量
的
・

質
的
金
融
緩
和
を
導
入
、
そ
の
後
、
原
油
価
格

の
乱
高
下
等
の
影
響
を
受
け
、
平
成
二
十
六
年

十
月
に
長
期
国
債
買
い
入
れ
の
増
加
等
の
追
加

緩
和
を
行
っ
た
。 

当
行
の
政
策
は
、
需
要
を
増
や
す
事
に
よ
っ

て
供
給
を
増
や
し
、
物
価
が
上
が
る
事
を
目
標

に
し
て
お
り
、
消
費
者
物
価
の
基
調
的
な
変
動

を
見
る
と
、
全
体
的
に
物
価
は
上
が
る
だ
ろ
う

と
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
そ
の
状
況
で
な
ぜ
マ
イ

ナ
ス
金
利
を
導
入
す
る
か
と
い
う
と
、
予
想
物

価
上
昇
率
が
今
後
下
が
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る

か
ら
で
、
日
本
国
債
の
利
率
も
こ
の
政
策
に
よ

っ
て
、
上
昇
が
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

金
利
の
低
下
を
促
す
事
が
政
策
の
目
的
で

あ
り
、
そ
れ
が
実
際
に
起
き
て
い
る
。
景
気
が

過
熱
す
る
と
金
利
を
上
げ
る
事
で
設
備
投
資
を

抑
え
よ
う
と
し
、
逆
に
景
気
が
悪
く
な
る
と
金

利
を
下
げ
て
投
資
を
刺
激
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

沿
っ
て
、
今
回
は
ゼ
ロ
％
よ
り
更
に
低
い
マ
イ

ナ
ス
金
利
を
導
入
し
た
。 

日
本
は
出
生
率
の
低
下
が
続
い
て
お
り
、
人

手
不
足
は
こ
こ
数
年
で
は
解
消
し
な
い
の
で
、

必
然
的
に
少
人
数
で
会
社
を
存
続
さ
せ
な
い
と

い
け
な
く
な
り
、優
秀
な
人
材
を
高
給
で
雇
う
、

他
企
業
を
買
収
す
る
と
い
っ
た
局
面
で
、
低
金

利
と
い
う
の
は
有
利
に
使
え
る
と
考
え
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
務
対
応
・ 

補
助
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー 

今
年
二
月
、
岡
山
流
通
会
館
研
修
室
に
て
、
㈱

お
か
や
ま
人
事
ネ
ッ
ト
二
十
一
の
中
野
社
会
保

険
労
務
士
並
び
に
、
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
北
山
課
長
よ
り
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
務

対
応
／
平
成
２
８
年
度
補
助
金
等
活
用
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
、
一
四
社
か
ら
一
六
名
の
方
が
受

講
し
ま
し
た
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
本
来
、
行
政
手
続
き
の
利

便
性
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の

も
の
に
は
使
わ
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。 

従
業
員
一
〇
一
人
以
上
の
会
社
で
は
、
基
本

方
針
を
策
定
す
る
な
ど
の
安
全
管
理
体
制
措
置

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
際
に
は
、

組
織
的
・
人
的
・
物
理
的
・
技
術
的
安
全
管
理

方
法
を
定
め
た
規
約
を
会
社
独
自
で
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書

類
は
「
鍵
を
か
け
た
金
庫
等
に
保
管
し
」
、「
使

用
目
的
を
伝
え
る
」
事
で
、
従
業
員
に
安
心
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 

《
厚
生
労
働
省
の
助
成
金
等
》 

①
企
業
内
人
材
育
成
推
進
助
成
金

従
業
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
等
を
行
っ
た
企

業
に
対
し
て
最
大
五
〇
万
円
を
助
成
。 

②
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金 

主
に
正
規
雇
用
の
労
働
者
に
対
し
て
、
職
業

訓
練
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
の
助
成
。

「
も
の
づ
く
り
人
材
訓
練
」
「
政
策
課
題
対 

応
型
訓
練
」
は
一
人
一
コ
ー
ス
あ
た
り
三 

分
の
二
（
限
度
額
一
五
万
円
～
五
〇
万
円
） 

③
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

非
正
規
雇
用
労
働
者
に
対
し
て
職
業
訓
練 

な
ど
を
実
施
し
た
場
合
に
助
成
。 

④
業
務
改
善
助
成
金
（
労
働
局
所
管
）

時
給
八
〇
〇
円
未
満
の
賃
金
を
四
〇 

円
ア
ッ
プ
す
る
場
合
に
助
成
。 

ま
た
、
業
務
改
善
効
果
の
あ
る
物
品
を 

購
入
し
た
場
合
、
二
分
の
一
が
助
成
。 

⑤
女
性
活
躍
加
速
化
助
成
金

｢

女
性
の
役
職
者
が
い
な
い
の
で
、
女
性 

の
役
職
者
を
一
人
出
す｣

と
い
っ
た
数
値

目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
取
り
組
ん
だ
時
点

で
三
〇
万
円
、
実
際
に
達
成
し
た
場
合
に 

三
〇
万
円
の
支
給
申
請
が
可
能
。 
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三
月
二
日
、
春
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ

せ
て
、
岡
山
市
岡
山
西
消
防
署
の
ご
指
導
の

も
と
火
災
予
防
訓
練
を
実
施
し
、
三
一
社
よ

り
五
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

【
防
災
講
話
要
旨
】 

 

有
事
に
備
え
、
自
社
の
消
防
設
備
に
つ
い

て
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

万
一
、
火
災
等
が
発
生
し
、
人
が
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
企
業
と
し
て
ど
う
い

っ
た
防
災
対
策
を
し
て
い
た
の
か
が
問
わ

れ
、
企
業
が
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
会
社
の
防
火
管
理 

者
に
任
せ
き
り
で
は
な
く
、
多
く
の
社
員
が 

 消
火
器
の
場
所
な
ど
確
認
を
し
て
お
く
事
が
重

要
で
あ
る
。
住
宅
で
は
、
寝
室
と
階
段
へ
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
台
所
も
取
り
付
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
。
岡
山
県
の
住
宅
用
火
報
の
設
置
率
は
全

国
で
ワ
ー
ス
ト
二
位
。
設
置
の
必
要
性
を
認
識

し
、
設
置
を
お
願
い
す
る
。 

岡
山
市
の
昨
年
の
火
災
件
数
は
一
八
七
件
で
、

一
四
人
の
死
者
を
出
し
て
お
り
、
火
災
報
知
器

が
あ
れ
ば
助
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
火
災
の

原
因
と
し
て
は
、
タ
バ
コ
の
消
し
忘
れ
・
コ
ン

ロ
か
ら
の
出
火
（
天
ぷ
ら
油
）
な
ど
が
多
い
の

で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

救
急
車
を
呼
ぶ
の
は
「
一
一
九
番
」。 

岡
山
市
で
は
、
固
定
電
話
で
一
一
九
番
を
か

け
る
と
自
動
的
に
地
図
が
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
。
固
定
電
話
が
近
く
に
あ
れ
ば
、
携

帯
電
話
よ
り
固
定
電
話
を
優
先
し
て
か
け
る
こ

と
で
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
る
。 

二
月
十
六
日
、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室
で

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
七
七
名
（
二
五

社
）
が
受
講
し
ま
し
た
。 

岡
山
県
岡
山
西
警
察
署
交
通
第
一
課
・
企

画
免
許
係
長
の
渡
部
邦
昭
警
部
補
か
ら
「
最

近
の
事
故
発
生
状
況
と
対
策
（
事
故
防
止
）

に
つ
い
て
」
な
ど
の
講
義
が
あ
り
、
安
全
運

転
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

【
講
習
要
旨
】 

平
成
二
十
七
年
中
の
岡
山
県
下
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
五
九
、
一
五
九
件
、
そ
の

う
ち
人
身
事
故
は
一
〇
、
六
二
七
件
、
事
故

で
死
亡
し
た
人
は
八
七
名
で
、
全
体
的
に
は
、

物
損
事
故
を
除
け
ば
全
て
減
少
傾
向
に
あ

る
。
死
亡
し
た
八
七
名
の
内
、
六
五
歳
以
上

が
五
三
名
で
、
半
数
以
上
が
高
齢
者
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
車
を
運
転
中
の
事
故
で
亡

く
な
っ
た
人
の
中
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

て
い
な
か
っ
た
の
が
二
二
名
。
そ
の
後
の
精

査
で
二
一
名
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

交
通
事
故
死
者
の
中
で
夜
間
歩
行
中
に

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
一
四
名
で
、

そ
の
う
ち
、
夜
行
タ
ス
キ
を
付
け
て
い
な
か

っ
た
人
は
一
三
名
。
夜
間
出
歩
く
時
は
、
夜

行
タ
ス
キ
を
す
る
か
、
白
っ
ぽ
い
服
装
を
心

掛
け
る
必
要
が
あ
る
。 

二
十
七
年
中
の
西
署
管
内
で
は
、
一
一
名 

が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一 

一
件
を
検
討
し
た
結
果
、
安
全
な
速
度
の
運 

転
・
安
全
確
認
を
し
て
い
れ
ば
事
故
は
防
げ 

て
い
た
事
が
分
か
る
。
事
前
に
危
険
を
予
測 

し
て
、回
避
を
す
る
事
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。 

《
改
正
道
路
交
通
法
に
つ
い
て
》 

平
成
二
十
七
年
六
月
以
降
、
自
転
車
運
転 

者
に
つ
い
て
は
、
規
定
一
四
項
目
の
危
険
行 

為
を
過
去
三
年
間
に
二
回
以
上
繰
り
返
す
と 

「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の
受
講
が
命
じ
ら 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
し
た
場 

合
は
莫
大
な
損
害
賠
償
が
発
生
し
、
失
業
・ 

家
族
崩
壊
な
ど
に
よ
り
人
生
を
狂
わ
せ
る
事 

に
な
る
の
で
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。 

交
通
安
全
講
習
会
開
催 

春
季
火
災
予
防
訓
練
の
実
施

◇ 
岡
山
西
消
防
署
指
導 
◇ 

自
社
の
消
防
設
備
が
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
確
認
を
！ 
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ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

男
子
の
部
は
日
本
電
気
の
中
島
さ
ん

女
子
の
部
は
常
照
園
の
岸
田
さ
ん
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
！

  

五
月
十
八
日
（
水
）
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ 

ル
に
て
流
通
セ
ン
タ
ー
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ 

大
会
を
開
催
し
、
八
六
名
（
一
五
社
）
が
参 

加
し
ま
し
た
。 ※

数
字
は
二
ゲ
ー
ム
ス
コ
ア
合
計 

【
男
子
の
部
成
績
】 

（
敬
称
略
） 

優

勝 

中
島
雄
也
（
日
本
電
気
）  

三
五
三
点 

準
優
勝 

宮
崎
耀
司
（
東
海
澱
粉
）  

三
五
一
点 

第
三
位 

畑
山 

翔
（
あ
ら
た
）   

三
三
七
点 

【
女
子
の
部
成
績
】（
敬
称
略
）

優

勝

岸
田
雅
子
（
常
照
園
） 

二
八
二
点

準
優
勝 

江
国
悦
子
（
ア
シ
ー
ド
）

二
五
八
点

第
三
位 

高
津
睦
子
（
せ
と
う
ち
寿
）
二
五
五
点 

団
地
内
一
斉
清
掃
の
実
施

今
年
の
一
月
、
四
月
、
六
月
の
第
三
金
曜
日  

朝
八
時
か
ら
流
通
セ
ン
タ
ー
内
一
斉
清
掃
を 

実
施
し
、
班
ご
と
に
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
、
落 

ち
葉
、
空
き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
を 

拾
い
集
め
た
ほ
か
、
雑
草
の
茂
る
四
月
、
六 

月
に
は
歩
道
沿
い
の
草
刈
を
実
施
し
ま
し
た
。 

☆
二
十
七
年
度
第
四
回 

 

一
月
十
五
日 

三
二
四
名
（
一
一
九
社
） 

☆
二
十
八
年
度
第
一
回  

四
月
十
五
日 

二
八
五
名
（
一
一
四
社
） 

☆
二
十
八
年
度
第
二
回  

六
月
十
七
日 

三
〇
〇
名
（
一
一
九
社
） 

次
回
清
掃
日
は
十
月
二
十
一
日
（
金
） 

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力 

の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

献
血
バ
ス
来
訪

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

二
月
四
日
（
木
）、
岡
山
流
通
会
館
へ
日
赤

血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
バ
ス
が
来
訪
し
、
二
八

名
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。 

献
血
に
ご
協
力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
二
回
献
血
を
行
っ

て
お
り
、
次
回
は
十
月
五
日
（
水
）
午
前
十
時

～
午
後
十
二
時
三
十
分
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

従
業
員
数
等
調
査
結
果

    
（
平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
現
在
） 

回
答
の
あ
っ
た
事
業
所
一
一
一
社
（
前
年
度

一
一
一
社
）
の
従
業
員
数
合
計
は
四
、
三
九
一

名
で
、
前
年
度
の
四
、
二
一
六
名
と
比
べ
る
と

役
四
％
の
微
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
正
社
員
は
一
四
二
名

増
、
パ
ー
ト
及
び
嘱
託
社
員
は
三
三
名
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
て
い
ま
す
。 

全
従
業
員
数
に
占
め
る
正
社
員
の
割
合
は
、

こ
こ
十
数
年
間
低
下
を
続
け
、
昨
年
は
六
二
．

九
％
と
過
去
最
も
低
い
率
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
六
三
．
六
％
と

占
有
率
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

十
年
前
の
調
査(

事
業
所
一
一
一
社)

と
比

較
す
る
と
、
従
業
員
数
（
四
、
二
二
三
名
）
は

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
で
、
正
社
員
の
占
有
率

（
六
七
．
六
％
）
は
大
き
く
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
窺
え
ま
す
。 

(　)は前年度

流通ｾﾝﾀｰ内

年間売上高

男 性 女 性 計 (単位:百万円)

1,437 324 1,761 740 2,501 301,924

(1,351) (304) (1,655) (785) (2,440) (273,537)

889 144 1,033 857 1,890 116,771

(847) (150) (997) (779) (1,776) (114,240)

合計／111社 2,326 468 2,794 1,597 4,391 418,695

　　　(111社) (2,198) (454) (2,652) (1,564) (4,216) (387,777)

早島地区
35社

吉備地区
76社

《平成２８年度流通センター内労働者数及び売上高一覧表》

区　　分
正　　社　　員 パート

嘱託等
総　計

平成２８年５月１日現在
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会 員 企 業 紹 介 

本  社：大阪市西区新町３丁目８番３号 

ＴＥＬ：０６-６５３８-７３７１ 

岡山営業所：岡山市北区大内田７６３―１ 

ＴＥＬ：０８６-２９２-５５０1 

他３拠点 

ホームページ 

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｎｗａ―ｋｏｋａｎ．ｃｏ．ｊｐ／ 

グローバル経済を迎えた今日、私たちを取り巻く経済・社会環境は大きく変わろうとしています。 

先端技術の目覚しい発達にともなう高度情報化社会の出現、様々な新素材の開発、ボーダレス化、また高度成

長から成熟社会へ移行していく中での価値観の多様化・個性化など、その改革のスピードは目を見張るものがあり

ます。  

こうした時代にあって、私たち「三和鋼管」は鋼管・耐食管材・設備機器の専門商社として、1948年の創業以

来培ってきた経験と信用、ネットワークを活かして、「お客さまが真に求めているもの」を見極める情報収集、商品

を早く確実にお届けするデリバリーの整備に日々努力を傾注しています。  

今後も、諸産業の発展と、豊かで憩いのある生活の実現のために、専門商社として機能を活かしつつ、時代の

変化に対応したフレキシブルな活動を通して社会に貢献していけるよう邁進してまいります。 
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＜求人情報の提供方法＞ 

☆求職者からの問い合わせがあった場合の 
会社紹介 

☆岡山流通会館内への求人情報の掲示 

☆ＦＡＸ通信等への掲載 

☆「早島町無料職業紹介所」 
との連携による情報提供、 
同町ＨＰへの掲載 

☆その他 

会
議
等
報
告

《岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
》 

◎
二
十
七
年
度
第
三
回
総
務
委
員
会

三
月
二
十
三
日 

◇
二
十
七
年
度
決
算
見
込
及
び
二
十
八
年
度

予
算
骨
子
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

◇
一
般
社
団
法
人
の
定
款
案
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。 

◎
二
十
八
年
度
第
一
回
総
務
委
員
会五

月
十
六
日 

◇
二
十
八
年
度
通
常
総
会
の
日
程
及
び
提
出

議
案
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

◎
二
十
八
年
度
第
一
回
役
員
会

五
月
三
十
一
日 

◇
二
十
八
年
度
通
常
総
会
の
日
程
及
び
提
出

議
案
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。 

 
 

更
に
、
新
組
織
の
一
般
社
団
法
人
の
名

称
・
定
款
・
役
員
構
成
等
重
要
案
件
に
つ
い

て
検
討
し
、
承
認
し
ま
し
た
。 

会
員
動
向
（ 

平
成
二
十
七
年
一
月
以
降) 

◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略) 

㈱
ア
イ
シ
ン 

岡
山
営
業
所 

  

（
新
任
）
佃  

洋
二 

  

㈱
ヒ
メ
プ
ラ
岡
山
支
店 

山
口 

 

甲

(

旧) 

小
野

薫

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
岡
山
支
店 

 

吉
田 

素
忠 

(

旧) 

伊
地
知 

峻

㈱
昭
和
倉
庫 

西
原 

和
良 

(

旧) 

濱
口 

宣
治 

蔵
王
産
業
㈱
岡
山
営
業
所 朝 

 

一
広 

(

旧) 

富
山 

彰
博 

日
本
鐵
板
㈱
岡
山
支
店 

片
山 

義
浩 

(

旧) 

中
村 

憲
治 

西
日
本
フ
ー
ド
㈱
岡
山
営
業
部 

松
尾 

貴
之 

(

旧) 

安
川 

博
文 

（
協
）
瀬
戸
内
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー 

大
久
保 

孝
政 

(

旧) 

岡
野 

好
延 

※
社
名
・
代
表
者
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
早
急
に
協
議
会
事
務
局
ま
で
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
可 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

応
援
し
ま
す
！

当
運
営
協
議
会
で
は
、
各
事
業
所
周
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
除
草
な
ど
を
し
て
い
た
だ

く
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

各
種
清
掃
用
具
の
ほ
か
、
左
記
の
除
草
器
機

を
無
料
に
て
貸
し
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
。 

必
要
な
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。 

【
貸
し
出
し
用
具
】
※
燃
料
付 

草
刈
機･

高
枝
ば
さ
み･

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー･

ヘ

ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
（
植
木
バ
リ
カ
ン
）･

ス
コ
ッ

プ
（
角･

丸
）･

ジ
ョ
レ
ン･

ね
こ
車･

 

か
ま･ 

ほ
う
き･

熊
手

編
集
ノ
ー
ト

■
先
月
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
自

民
党
を
は
じ
め
と
す
る
与
党
が
大
き
く
議

席
を
伸
ば
し
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
動
き
が

大
き
く
加
速
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
す
。

今
後
は
、
国
会
は
も
と
よ
り
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
で
も
憲
法
改
正
の
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
そ
う
で
す
が
、
今
目
の
前
に
あ
る
景
気

対
策
や
経
済
政
策
、
年
金
問
題
な
ど
が
二
の

次
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
ち
ら
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
も
の
で
す
。 

い
ず
れ
に
し
ろ
、
憲
法
改
正
の
国
民
投
票

が
実
施
さ
れ
た
際
、
自
分
自
身
の
考
え
で
、

し
っ
か
り
と
意
志
表
示
で
き
る
よ
う
、
準
備

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

 省エネルギー及び地球温暖化防止 

を推進するための「クールビズ」を 

10月 31日まで実施しています。 

求
人
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い 


